
令和６年度むらやま若者子育て安心イメージアップ事業（子育てふれあい体験事業）概要

〇若い世代に子育てのイメージや保育の仕事に魅力を感じてもらえるよう、高校生を対象とした乳幼児や子育て中の保護者とのふれあいや、
保育の仕事を体験する機会を提供
〇引き続き、子育てへの理解を深めてもらうとともに、保育の仕事を志す人材の育成につなげていくため、今後も体験できる施設（子育て
支援拠点施設等）の拡大など関係者の理解と協力を得ながら進めていく

＜事業内容＞

対 象：村山管内の高校に通学する高校生 ３校 １５名
実施場所：村山管内の子育て支援拠点施設及び保育施設 ６会場
内 容：各施設が２～３日間のプログラムを作成し、乳幼児とのふれあいや保護者との交流、保育や子育て支援体験を提供

＜参加者の声＞
【高校生】
・大変なことが多くてつらいイメージだったけど、お母さん達はみんな楽しそうな顔を
していたので、子育てって嬉しいことも沢山あるんだなと思いました。
・初めて自分でお座りができた子どもを見たお母さんが、本当に嬉しそうに、目を輝か
せていて、これが子育ての中の喜びや幸せなんだろうなととても感じた。
・将来小児科の看護師になりたいと思っているため、実際に働いた時に今回得た経験を
生かせると思う。
・初めはどう話しかけたらいいのかとか何して遊んだらいいのか分からなかったけど、
段々慣れてきてコミュニュケーションを取るのが楽しくなっていきました。子育ての
色んな側面を知れてよかった。
・保護者や子供たちの接し方を学ぶことができました。また、託児保育などで大変だっ
た場面もあり、スタッフさんから何度も助けられました。さらに子供が好きになりま
した！
・将来、保育園や認定こども園で働きたいと考えているため、子どもや保護者と関わる
時に、どんな風に接したら良いのかを考える点で役に立つと思う。

【乳幼児の保護者】

・こういうふれあいの機会があるのはいいと思いました。
・普段親と2人で過ごすことが多いので、今回の体験で息子が学生さんとの関わりを楽
しんでいる姿を見られて親も嬉しかったです。
・娘にとって年の近めなお姉さんがいることで、顔をじっとみて興味をもって遊ぶこと
ができていた。
・私自身も若い人と触れ合う機会が少ないので、良い経験ができた。


